
  

四半期報告書 

  

  

デジタルアーツ株式会社 

  

（第15期第２四半期） 

自 平成21年７月１日 

至 平成21年９月30日 



目       次 

  

  

  頁

表 紙   

    

第一部 企業情報   

第１ 企業の概況   

１ 主要な経営指標等の推移 ………………………………………………………………………………………… １  

２ 事業の内容 ………………………………………………………………………………………………………… ２ 

３ 関係会社の状況 …………………………………………………………………………………………………… ２ 

４ 従業員の状況 ……………………………………………………………………………………………………… ２ 

第２ 事業の状況  

１ 生産、受注及び販売の状況 ……………………………………………………………………………………… ３ 

２ 事業等のリスク …………………………………………………………………………………………………… ３ 

３ 経営上の重要な契約等 …………………………………………………………………………………………… ３ 

４ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 ………………………………………………… ４ 

第３ 設備の状況 …………………………………………………………………………………………………………… ７ 

第４ 提出会社の状況  

１ 株式等の状況  

(1）株式の総数等 …………………………………………………………………………………………………… ８ 

(2）新株予約権等の状況 …………………………………………………………………………………………… ８ 

(3）ライツプランの内容 …………………………………………………………………………………………… 16 

(4）発行済株式総数、資本金等の推移 …………………………………………………………………………… 16 

(5）大株主の状況 …………………………………………………………………………………………………… 17 

(6）議決権の状況 …………………………………………………………………………………………………… 18 

２ 株価の推移 ………………………………………………………………………………………………………… 18 

３ 役員の状況 ………………………………………………………………………………………………………… 18 

第５ 経理の状況 …………………………………………………………………………………………………………… 19 

１ 四半期連結財務諸表  

(1）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………………… 20 

(2）四半期連結損益計算書 ………………………………………………………………………………………… 21 

(3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ……………………………………………………………………… 23 

２ その他 ……………………………………………………………………………………………………………… 30 

第二部 提出会社の保証会社等の情報 ……………………………………………………………………………………… 31 

    

［四半期レビュー報告書］      



  

  

【表紙】

【提出書類】 四半期報告書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成21年11月13日 

【四半期会計期間】 第15期第２四半期（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

【会社名】 デジタルアーツ株式会社 

【英訳名】 Digital Arts Inc. 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  道具 登志夫 

【本店の所在の場所】 東京都千代田区永田町二丁目13番10号 

【電話番号】 03-3580-3080（代表） 

【事務連絡者氏名】 取締役管理部長  眞田 久雄 

【最寄りの連絡場所】 東京都千代田区永田町二丁目13番10号 

【電話番号】 03-3580-3080（代表） 

【事務連絡者氏名】 取締役管理部長  眞田 久雄 

【縦覧に供する場所】 株式会社 大阪証券取引所 

（大阪市中央区北浜一丁目８番16号） 



  

 （注）１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。 

  

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第14期 

第２四半期 
連結累計期間 

第15期 
第２四半期 

連結累計期間 

第14期 
第２四半期 

連結会計期間 

第15期 
第２四半期 

連結会計期間 
第14期 

会計期間 

自 平成20年 
４月１日 

至 平成20年 
９月30日 

自 平成21年 
４月１日 

至 平成21年 
９月30日 

自 平成20年 
７月１日 

至 平成20年 
９月30日 

自 平成21年 
７月１日 

至 平成21年 
９月30日 

自 平成20年 
４月１日 

至 平成21年 
３月31日 

売上高（千円）  917,508  1,010,653  549,470  562,554  1,852,903

経常利益（千円）  310,723  284,947  237,287  192,180  632,762

四半期（当期）純利益（千円）  170,634  142,200  133,846  103,889  350,856

純資産額（千円） － －  2,155,127  2,464,314  2,345,157

総資産額（千円） － －  2,506,386  2,935,825  2,757,973

１株当たり純資産額（円） － －  15,515.94  17,573.14  16,819.03

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円） 
 1,231.83  1,026.11  966.20  749.66  2,532.37

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 1,211.61  1,011.94  951.01  739.31  2,493.79

自己資本比率（％） － －  85.8  83.0  84.5

営業活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 266,098  318,033 － －  685,155

投資活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 △212,074  △345,660 － －  △535,346

財務活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 △23,894  △36,200 － －  △22,773

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（千円） 
－ －  844,987  878,065  941,893

従業員数（人） － －  85  114  93
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  当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容に変更はありま

せん。また、主要な関係会社についても異動はありません。 

  

  

 当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

  

  

(1）連結会社の状況 

 （注）  上記従業員数欄の（ ）書きは臨時雇用者（派遣スタッフ等）の当第２四半期連結会計期間平均雇用人数であ

り外書きであります。 

  

(2）提出会社の状況 

 （注） 上記従業員数欄の（ ）書きは臨時雇用者（派遣スタッフ等）の当第２四半期会計期間平均雇用人数であり外

書きであります。 

  

２【事業の内容】

３【関係会社の状況】

４【従業員の状況】

  平成21年９月30日現在

従業員数（人） 114 ( ) 25

  平成21年９月30日現在

従業員数（人） 112 ( ) 25
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 当社グループは、セキュリティ事業のみを行っているため市場別に区分して表示しております。 

 （1）生産実績 

（注）１ 金額は販売価格によっております。 

２ 上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

（2）受注実績 

 当社グループは受注生産を行っておりませんので、該当事項はありません。 

  

（3）販売実績 

 当第２四半期連結会計期間における販売実績をセキュリティ事業の市場区分ごとに示すと、次のとおりでありま

す。 

（注）１ 輸出販売高はありません。 

       ２ 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。 

     ３ 上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

  

 当第２四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

  

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

市場区分 

当第２四半期連結会計期間 

（自 平成21年７月１日 

至 平成21年９月30日） 

前年同四半期比（％） 

企業向け市場（千円）  251,992  98.7

公共向け市場（千円）  240,174  94.1

家庭向け市場（千円）  75,561  129.0

合 計（千円）  567,728  99.7

市場区分 

当第２四半期連結会計期間 

（自 平成21年７月１日 

至 平成21年９月30日） 

前年同四半期比（％） 

企業向け市場（千円）  250,308  107.5

公共向け市場（千円）  240,256  93.9

家庭向け市場（千円）  71,989  118.3

合 計（千円）  562,554  102.4

相手先 

前第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日  

至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年７月１日  

至 平成21年９月30日） 

販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％） 

ソフトバンクＢＢ株式会社  85,199  15.5  99,489  17.7

ダイワボウ情報システム株式会社  70,406  12.8  58,928  10.5

株式会社内田洋行  70,315  12.8  42,044  7.5

２【事業等のリスク】

３【経営上の重要な契約等】
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 文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。 

  

（1）業績の状況 

当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日～平成21年９月30日）における我が国経済は、依然として雇用情

勢は厳しい状況ではあるものの、企業における在庫調整の一巡や経済対策の効果、対外経済環境の改善により、景気

安定化への兆しが見え始めた中で推移いたしました。 

このようなマクロ経済状況の下、当社グループは継続的な発展を目指す長期的な視点での土台作りに向け、開発

のみならず営業やマーケティングの担当組織を強化し、製販一体体制による「ユーザーニーズを的確に捉え、速やか

に応えるビジネス展開」を推進いたしました。 

当期はフィルタリング市場の拡大を推進するために、マーケティングやパートナー企業各社との関係強化を重視

した活動を行っております。企業向け製品に対しては、Webフィルタリングソフト「i-FILTER」および電子メールフ

ィルタリングソフト「m-FILTER」の必要性や効果的な活用について広く訴求するために日本最大級の展示会への出展

やセミナーの開催を行いました。また、家庭向け製品に対しては、Webフィルタリングソフト「i-フィルター」の首

都圏における露出を高めるための大手家電量販店等の店頭販売の推進に加え、車内広告および駅構内看板への広告掲

出を実施いたしました。 

これらの結果、当社グループ全体の売上高は562,554千円（前年同四半期比 102.4%）となりました。 

売上原価は103,019千円（前年同四半期比98.1%）、販売費及び一般管理費は268,445千円（前年同四半期比

128.7%）となりました。当第２四半期連結会計期間の営業利益は191,089千円（前年同四半期比81.0%）、経常利益は

192,180千円（前年同四半期比81.0%）、四半期純利益は103,889千円（前年同四半期比77.6%）となりました。 

各市場の業績は次の通りです。 

  

企業向け市場 

会社法や金融商品取引法（「日本版SOX法」）による企業の「内部統制」の整備、企業におけるITシステムの全体

最適化や内部統制の対応強化など、コンプライアンスやセキュリティ対策へのニーズの高まりに加え、「効率的でコ

ストパフォーマンスのよいソリューション」が求められています。 

こうした中、平成21年８月には企業における持ち出しPC向けセキュリティ対策「i-FILTER EndPoint 

Controller」、また９月にはアンチウイルスソフトとの連携機能を新たに追加した「i-FILTER」Ver.7.5の提供を開

始いたしました。 

「i-FILTER EndPoint Controller」は、すでに「i-FILTER」を利用し社内におけるWebアクセス経由でのセキュリ

ティ対策を行っている企業において、社員がノートPCを持ち出した際にも、「i-FILTER」本体の管理と連携しWebア

クセスポリシーの適用を可能とする製品です。さらに、社内の規定で使用を認めていないアプリケーションの起動を

監視・防止することも可能なため、パソコンを利用する場所を問わず常に均一なセキュリティレベルの維持を実現す

る事ができるため、ご好評をいただいております。 

また、「i-FILTER」Ver.7.5は、アンチウイルスソフトとの連携機能の搭載のみならず、VMwareやHyper-Vに正式

に対応し、現在急速に普及しつつある仮想化環境上においても導入が可能となるため、企業や官公庁の貴重なハード

ウェア資産の有効活用に向けご評価いただいております。 

誤送信防止機能・データコンバート機能の追加、アーカイブ機能の簡略化などを実現した電子メールフィルタリ

ングソフト「m-FILTER」Ver2.5についても、当社グループの新たな柱として引き続き販売に注力しております。 

マーケティングの面では、平成21年８月に日経ＢＰ社主催の「Security Solution 2009」に出展し、適切な情報

セキュリティ対策を実現する弊社のフィルタリングソリューション全般についての理解を広げる展示やセミナーを実

施し、市場の拡大に努めております。 

今後も多様化するセキュリティリスクから企業を守るのに最適なソリューションの提供を目的に、フィルタリン

グと親和性の高い技術や製品との連携を検討し、さらなるWebフィルタリングの需要拡大に努めてまいります。 

これらの結果、当第２四半期連結会計期間における企業向け市場の売上高は、250,308千円（前年同四半期比

107.5%）となりました。 

  

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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公共向け市場 

公共市場では、学校や教育機関を中心した営業体制を維持しつつ、情報漏洩対策を積極的に進める地方自治体や

官公庁をも広く導入対象施設とし、確実な導入を進めるための地域エリア営業体制による販売活動を推進しておりま

す。 

特に当期は、平成21年度補正予算「学校ICT環境整備事業予算」による教員や児童生徒向けのコンピュータの整備

などが推進される状況を受け、学校市場へのWebフィルタリングソフト「i-FILTER」の拡販に向けた活動を推進いた

しました。しかしながら、この補正予算やこれに当初の本予算を合わせてコンピュータの整備を予定とする自治体、

また補正予算自体の政権交代に伴う精査見直しの動きがあり、案件の一部が第３四半期以降に期ずれをしておりま

す。 

これらの結果、当第２四半期連結会計期間における公共向け市場の売上高は、240,256千円（前年同四半期比

93.9%）となりました。  

  

家庭向け市場 

家庭向け市場では、平成21年４月より、いわゆる「青少年インターネット環境整備法」が施行され、青少年に安

全にインターネットを利用してもらうための対策としてのWebフィルタリングへの関心は継続的に高い状況にありま

す。この法律に該当する事業者に対して積極的な営業活動を継続した結果、平成21年９月に株式会社工人舎のPC

「KOHJINSHA EXシリーズ」で標準搭載され、「i-フィルター」搭載済みのパソコンを販売する会社は12社となりまし

た。また、個人消費の低迷や大手家電量販店等におけるソフトウェア売り場の縮小によりパッケージ販売が減少して

いるのを受け、ラウンダーよる首都圏の大手家電量販店等での露出を高め、販売を推進する活動を継続いたしまし

た。 

販促活動の面では、市場拡大に向けて営業や販売活動の担当組織の強化をするとともに、平成21年９月には東京

メトロ丸の内線およびＪＲ山手線における電車広告、ＪＲ新橋駅構内看板の掲出を行い、「i-フィルター」の販売を

促進する活動を行いました。 

これらの結果、当第２四半期連結会計期間における家庭向け市場での売上高は、71,989千円（前年同四半期比

118.3%）となりました。 

    

（2）財政状態の分析 

（資産） 

 当第２四半期連結会計期間末の資産合計は2,935,825千円であり、前連結会計年度末に比べ177,851千円増加いたし

ました。これは主として有価証券の増加100,275千円によるものであります。 

（負債） 

 当第２四半期連結会計期間末の負債合計は471,510千円であり、前連結会計年度末に比べ58,694千円増加しており

ます。これは主として費用の増加に伴う未払金の増加28,544千円によるものであります。 

（純資産）  

 当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、2,464,314千円であり、前連結会計年度末から119,157千円増加して

おります。これは四半期純利益142,200千円による利益剰余金の増加、配当による利益剰余金37,694千円の減少、新

株予約権14,650千円の増加によるものであります。 
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（3）キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、営業活動によるキャッシュ・フローが236,604千円

の収入、投資活動によるキャッシュ・フローが293,555千円の支出、財務活動によるキャッシュ・フローが13,428千

円の支出となったため、当第２四半期連結会計期間末には878,065千円（第１四半期連結会計期間末比70,379千円

減）となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  営業活動の結果、税金等調整前四半期純利益192,012千円及び減価償却費58,772千円、売上債権の増加41,560千

円等により、全体で236,604千円の収入（前年同四半期比0.0%増）となっております。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果、有形固定資産の取得による支出13,858千円、無形固定資産の取得による支出79,697千円、定期

預金の増加による支出200,000千円により、293,555千円の支出（前年同四半期は63,067千円の支出）となっており

ます。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果、配当金の支払により13,428千円の支出（前年同四半期は０千円の支出）となっております。 

  

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。 

  

（5）研究開発活動 

 当第２半期連結会計期間の研究開発費の総額は653千円であります。 

 なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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(1）主要な設備の状況 

 当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。  

  

(2）設備の新設、除却等の計画 

①重要な設備の新設等 

 特記すべき事項はありません。 

  

②重要な設備の除却等 

 特記すべき事項はありません。 

  

第３【設備の状況】
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①【株式の総数】 

  

②【発行済株式】 

 （注） 提出日現在の発行数には、平成21年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行 

         された株式数は含まれておりません。 

  

  

① 旧商法に基づき発行した新株引受権（ストックオプション）は次のとおりであります。 

   ⅰ）平成13年１月25日臨時株主総会決議 

 （注） １ 権利付与日以降、株式の分割または併合が行われる場合、未行使の新株引受権の目的たる株式の数は、次

の算式により調整されるものとする。 

         調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率 

第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  450,360

計  450,360

種類 
第２四半期会計期間
末現在発行数（株） 
（平成21年９月30日） 

提出日現在 
 発行数（株） 

（平成21年11月13日） 

上場金融商品取引所名又は登録
認可金融商品取引業協会名 

内容 

普通株式  138,582  138,582

大阪証券取引所 

（ニッポン・ニュー・ 

 マーケット－「ヘラクレス」） 

当社は単元株制

度は採用してお

りません。 

計  138,582  138,582 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

  
第２四半期会計期間末現在 

（平成21年９月30日） 

新株予約権の数 － 

新株予約権のうち自己新株予約権の数 － 

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 

新株予約権の目的となる株式の数 株 1,128

新株予約権の行使時の払込金額 １株につき 円 22,223

新株予約権の行使期間 
自 平成15年１月26日 

至 平成23年１月25日 

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額 

発行価格  円 

資本組入額 円 

22,223

11,112

新株予約権の行使の条件 （注）５ 

新株予約権の譲渡に関する事項 権利の譲渡、質入れ、その他の一切の処分は認めない。 

代用払込みに関する事項 －  

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 － 
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      ２ 権利付与日以降、株式の分割または併合が行われる場合、次の算式により発行価額を調整し、調整により

生じる１円未満の端数は切り上げる。  

     ３ 新株引受権の喪失 

      被付与者が次の各号に該当した場合には、会社に対する本新株引受権を喪失するものとする。 

          (1) 被付与者が提出会社または提出会社の関係会社の役員(取締役及び監査役をいうものとし、以下同様と 

する。)または従業員のいずれの地位をも有さなくなった場合。 

          (2) 被付与者が破産宣告を受けた場合。 

          ４ 新株引受権の相続 

            被付与者が死亡した場合には、被付与者の法定相続人の中から予め１名を本新株引受権を相続すべき者と

して指定し、本新株引受権を承継することができる。 

     ５ 新株引受権の行使の条件 

 (1) 権利を付与された者は、当社株券が日本証券業協会に登録され、またはいずれかの証券取引所に上場 

   された場合に限り、権利行使することができる。 

 (2) 権利を付与された者は、付与された権利の一部または全部を行使することが可能となる。なお、行使 

   可能な株式数が1単位の株式数の整数倍でない場合は、１単位の株式数の整数倍に切り上げた数とす 

   る。 

 (3) 権利を付与された者は、付与された権利を第三者に譲渡、質入その他の処分をすることができない。 

 (4) 当社が当社株券につき日本証券業協会への登録を申請し、またはいずれかの証券取引所への上場を申 

   請する場合、権利を付与された者は、当該日本証券業協会または証券取引所の定める規則にしたがっ 

   た確約その他必要な行為をなすものとする。 

  

② 旧商法に基づき発行した新株予約権は次のとおりであります。 

   ⅰ）平成14年６月18日定時株主総会決議 

（注）  １ 新株予約権１個につき目的となる株式数は、18株であります。  

  

      調整後発行価額 ＝ 調整前発行価額 × 

  

 1 

分割・併合の比率 

  
第２四半期会計期間末現在 

（平成21年９月30日） 

新株予約権の数 90個 

新株予約権のうち自己新株予約権の数 － 

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 

新株予約権の目的となる株式の数  株（注）１ 1,620

新株予約権の行使時の払込金額 １株につき 円 22,223

新株予約権の行使期間 
自 平成16年６月19日 

至 平成24年６月18日 

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額 

発行価格  円 

資本組入額 円 

22,223

11,112

新株予約権の行使の条件 （注）６ 

新株予約権の譲渡に関する事項 
本新株予約権の譲渡については当社取締役会の承認を要

する。 

代用払込みに関する事項 －  

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －  
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         ２ 新株予約権を発行する日(以下、「発行日」という。)以降、当社が当社普通株式の分割又は併合を行う場

合には、付与株式数を次の算式により調整し(１株未満の端数は切捨て)、新株予約権の目的たる株式の総

数は、調整後付与株式数に当該時点で行使又は消却されていない新株予約権の総数を乗じた数とする。 

               調整後付与株式数＝調整前付与株式数×分割・併合の比率 

              また、発行日以降、当社が資本の減少、合併又は会社分割を行う場合等、付与株式数の調整を必要とする

やむを得ない事由が生じたときは、資本の減少、合併又は会社分割の条件等を勘案の上、合理的な範囲で付

与株式数を調整し、新株予約権の目的たる株式の総数は、調整後付与株式数に当該時点で行使又は消却され

ていない新株予約権の総数を乗じた数とする。 

          ３ 発行日以降、以下の事由が生じた場合は、払込価額をそれぞれ調整する。 

            (1) 当社が当社普通株式の分割又は併合を行う場合には、次の算式により払込価額を調整し、調整の結果

生じる１円未満の端数は、これを切り上げる。  

            (2) 当社が時価(ただし、当社の株式の公開前においては、その時点における調整前払込価額を時価とみ

なす。)を下回る価額で当社普通株式につき、新株式を発行又は自己株式を処分する場合(新株予約権

の行使並びに平成14年４月１日改正前旧商法第280条ノ19の規定に基づく新株引受権の行使の場合を

除く。)は、次の算式により払込価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は、これを切り上

げる。 

  

     ４ 新株予約権の喪失 

        被付与者が次の各号に該当した場合には、会社に対する本新株予約権を喪失するものとする。 

        (1) 被付与者が提出会社、提出会社の子会社もしくは提出会社の関連会社(「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則」に定める子会社及び関連会社とする。併せて以下「関係会社」という。）

の役員(監査役を含む。以下同じ。)または従業員のいずれの地位をも喪失した場合。 

       (2) 被付与者が破産宣告を受けた場合。 

      ５ 新株予約権の相続 

     被付与者は、自らの法定相続人の中から予め１名を本新株予約権を相続すべき者として指定し、本新株

予約権を承継させることができる。 

     ６ 新株予約権の行使の条件 

   (1) 各新株予約権の一部行使はできないこととする。 

     (2) 当社普通株式にかかる株券が店頭売買有価証券として日本証券業協会に登録され、又はいずれかの証

         券取引所に上場されていることを要する。 

  

  

    調整後払込価額 ＝ 調整前払込価額 × 

  

 1 

分割・併合の比率 

 調整後 

払込価額 
＝ 

 調整前 

払込価額 
× 

既発行株式数 ＋ 
新規発行株式数 × １株当たり払込金額 

時価 

既発行株式数＋新規発行株式数 
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   ⅱ）平成17年６月20日定時株主総会決議 

 （注） １ 新株予約権１個につき目的となる株式数は、３株であります。 

 ２ 新株予約権の行使の条件 

(1) 新株予約権者は、権利行使時において、当社又は当社の関係会社の役員（監査役を含む）又は使用人

のいずれかの地位にあることを要する。 

(2) 新株予約権者は、権利行使時において、当該権利行使にかかる新株予約権付与の日以降、当社又は当

社の関係会社の就業規則に定める減給以上の懲戒処分を受けていないことを要する。 

(3) 新株予約権の一部行使はできない。 

(4) その他の条件については「新株予約権割当契約書」に定めるところによる。 

３ 新株予約権を発行する日(以下、「発行日」という。)以降、当社が当社普通株式の分割又は併合を行う場

合には、付与株式数を次の算式により調整し(１株未満の端数は切捨て)、新株予約権の目的たる株式の総数

は、調整後付与株式数に当該時点で行使又は消却されていない新株予約権の総数を乗じた数とする。 

 調整後付与株式数＝調整前付与株式数×分割・併合の比率 

また、発行日以降、当社が資本の減少、合併又は会社分割を行う場合等、付与株式数の調整を必要とする

やむを得ない事由が生じたときは、資本の減少、合併又は会社分割の条件等を勘案の上、合理的な範囲で付

与株式数を調整し、新株予約権の目的たる株式の総数は、調整後付与株式数に当該時点で行使又は消却され

ていない新株予約権の総数を乗じた数とする。 

４ 各新株予約権の行使に際して払込をなすべき額は、各新株予約権の行使により発行又は移転する株式１株

当たりの払込金額(以下、「払込価額」という。)に付与株式数を乗じた金額とする。 

 払込価額は、発行日の属する月の前月の各日（取引が成立しない日を除く。）における大阪証券取引所ヘ

ラクレス市場の当社普通株式の普通取引の終値（以下、「終値」という。）の平均値の金額とし、１円未満

の端数は、これを切り上げる。ただし、当該価額が発行日の終値（当日に終値がない場合は、それに先立つ

直近日の終値とする。）を下回る場合は、発行日の終値とする。 

なお、発行日以降、以下の事由が生じた場合は、払込価額をそれぞれ調整する。 

(1) 当社が当社普通株式の分割又は併合を行う場合には、次の算式により払込価額を調整し、調整の結果生

じる１円未満の端数は、これを切り上げる。 

  
第２四半期会計期間末現在 

（平成21年９月30日） 

新株予約権の数  165個 

新株予約権のうち自己新株予約権の数 － 

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 

新株予約権の目的となる株式の数  株（注）１ 495

新株予約権の行使時の払込金額 １株につき156,334円 

新株予約権の行使期間 
自 平成18年４月１日 

至 平成27年６月20日 

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額 

発行価格  円 

資本組入額  円 

156,334

78,167

新株予約権の行使の条件 （注）２ 

新株予約権の譲渡に関する事項 
本新株予約権の譲渡については当社取締役会の承認を要

する。 

代用払込みに関する事項  －  

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  － 

  

      調整後払込金額 ＝ 調整前払込価額 × 

  

 1 

分割・併合の比率 
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(2) 当社が時価を下回る価額で当社普通株式につき、新株式を発行又は自己株式を処分する場合(新株予約

権の行使並びに平成14年４月１日改正前旧商法第280条ノ19の規定に基づく新株引受権の行使の場合を

除く。)は、次の算式により払込価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は、これを切り上げ

る。 

      なお、上記算式において、「既発行株式数」とは当社の発行済株式総数から当社の保有する自己株式

の総数を控除した数とし、また、自己株式を処分する場合には、「新規発行株式数」を「処分する自己

株式数」に読み替えるものとする。 

(3) 当社が資本の減少、合併又は会社分割を行う場合等、払込価額の調整を必要とするやむを得ない事由が

生じたときは、資本減少、合併又は会社分割の条件等を勘案の上、合理的な範囲で払込価額を調整する

ものとする。 

  

③会社法に基づき発行した新株予約権は次のとおりであります。 

ⅰ）平成19年６月21日定時株主総会決議  

（注） １ 新株予約権の行使の条件 

(1) 新株予約権者は、権利行使時において、当社又は当社の関係会社の役員（監査役を含む）又は使用人

のいずれかの地位にあることを要する。 

(2) 新株予約権者は、権利行使時において、当該権利行使にかかる新株予約権付与の日以降、当社又は当

社の関係会社の就業規則に定める減給以上の懲戒処分を受けていないことを要する。 

(3) 新株予約権の一部行使はできない。 

(4) その他の条件については「新株予約権割当契約書」に定めるところによる。 

２ 新株予約権を発行する日(以下、「発行日」という。)以降、当社が当社普通株式の分割又は併合を行う場

合には、付与株式数を次の算式により調整し(１株未満の端数は切捨て)、新株予約権の目的たる株式の総数

は、調整後付与株式数に当該時点で行使又は消却されていない新株予約権の総数を乗じた数とする。 

調整後付与株式数＝調整前付与株式数×分割・併合の比率 

また、発行日以降、当社が資本の減少、合併又は会社分割を行う場合等、付与株式数の調整を必要とする

やむを得ない事由が生じたときは、資本の減少、合併又は会社分割の条件等を勘案の上、合理的な範囲で付

与株式数を調整し、新株予約権の目的たる株式の総数は、調整後付与株式数に当該時点で行使又は消却され

ていない新株予約権の総数を乗じた数とする。 

 調整後 

払込金額 
＝ 

 調整前 

払込金額 
× 

既発行株式数 ＋ 
新規発行株式数 × １株当たり払込金額 

時価 

既発行株式数＋新規発行株式数 

  
第２四半期会計期間末現在 

（平成21年９月30日） 

新株予約権の数  個 476

新株予約権のうち自己新株予約権の数 － 

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 

新株予約権の目的となる株式の数  株 476

新株予約権の行使時の払込金額 １株につき 円 149,650

新株予約権の行使期間 
自 平成22年５月29日 

至 平成29年６月21日 

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額 

発行価格  円 

資本組入額  円 

149,650

74,825

新株予約権の行使の条件 （注）１ 

新株予約権の譲渡に関する事項 
本新株予約権の譲渡については当社取締役会の承認を要

する。 

代用払込みに関する事項  －  

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）４ 
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３ 各新株予約権の行使に際して払込をなすべき額は、各新株予約権の行使により発行又は移転する株式１株

当たりの払込金額(以下、「払込価額」という。)に付与株式数を乗じた金額とする。 

払込価額は、発行日の属する月の前月の各日（取引が成立しない日を除く。）における大阪証券取引所ヘ

ラクレス市場の当社普通株式の普通取引の終値（以下、「終値」という。）の平均値の金額とし、１円未満

の端数は、これを切り上げる。ただし、当該価額が発行日の終値（当日に終値がない場合は、それに先立つ

直近日の終値とする。）を下回る場合は、発行日の終値とする。 

  なお、発行日以降、以下の事由が生じた場合は、払込価額をそれぞれ調整する。 

(1) 当社が当社普通株式の分割又は併合を行う場合には、次の算式により払込価額を調整し、調整の結果生

じる１円未満の端数は、これを切り上げる。 

(2) 当社が時価を下回る価額で当社普通株式につき、新株式を発行又は自己株式を処分する場合(新株予約

権の行使並びに平成14年４月１日改正前旧商法第280条ノ19の規定に基づく新株引受権の行使の場合を

除く。)は、次の算式により払込価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は、これを切り上げ

る。 

    なお、上記の算式において、「既発行株式数」とは、当社の発行済普通株式総数から当社が保有する

普通株式にかかる自己株式数を控除した数とし、また、自己株式の処分を行う場合には、「新規発行株

式数」を「処分する自己株式数」に読み替えるものとする。 

(3) 他の種類株式の普通株主への無償割当て、他の会社の株式の普通株主へ配当を行う場合等、行使価額の

調整を必要とするやむを得ない事由が生じたときは、かかる割当て又は配当等の条件等を勘案の上、合

理的な範囲で行使価額を調整するものとする。 

 ４  当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換又は株式移転

（以上を総称して以下、「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生の時点

において残存する新株予約権（以下、「残存新株予約権」という。）の新株予約権者に対し、それぞれの場

合につき、会社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」という。)

の新株予約権を以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。この場合においては、残存新株予約権は

消滅し、再編対象会社は新株予約権を新たに発行するものとする。ただし、以下の条件に沿って再編対象会

社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契

約又は株式移転計画において定めた場合に限るものとする。 

(1) 交付する再編対象会社の新株予約権の数 

  残存新株予約権の新株予約権者が保有する新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付するものとする。

(2) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類 

  再編対象会社の普通株式とする。 

(3) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数 

  組織再編行為の条件等を勘案の上、次のとおり決定する。 

  募集新株予約権を割り当てる日（以下、「割当日」という。）後、当社が当社普通株式につき、組織再

  編行為を行う場合には、付与株式数を次の算式により調整し、調整の結果生じる１株未満の端数は、こ

  れを切り捨てるものとする。 

      調整後付与株式数 ＝ 調整前付与株式数 × 分割・併合の比率 

(4) 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額 

  交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、行使価額を組織再編行為の条件等を

  勘案の上調整して得られる再編後払込金額に上記(3)に従って決定される当該新株予約権の目的である 

  再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金額とする。 

(5) 新株予約権を行使することができる期間 

  別途定めた新株予約権を行使することができる期間の開始日と組織再編行為の効力発生日のうちいずれ

  か遅い日から、別途定めた新株予約権を行使することができる期間の満了日までとする。 

  

      調整後払込価額 ＝ 調整前払込価額 × 

  

 1 

分割・併合の比率 

 調整後 

払込価額 
＝ 

 調整前 

払込価額 
× 

既発行株式数 ＋ 
新規発行株式数 × １株当たり払込金額 

時価 

既発行株式数＋新規発行株式数 
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(6) 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項 

次のとおり決定する。 

① 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第40条 

  第１項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果生じる１円未満の 

   端数は、これを切り上げるものとする。 

② 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記①記載の資 

   本金等増加限度額から上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。 

(7) 譲渡による新株予約権の取得の制限 

譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要するものとす

る。 

(8) 新株予約権の取得条項 

当社が消滅会社となる合併契約承認の議案、当社が分割会社となる分割契約若しくは分割計画承認の議

案、又は当社が完全子会社となる株式交換契約若しくは株式移転計画承認の議案につき当社株主総会で

承認された場合（株主総会決議が不要の場合は、当社の取締役会決議又は代表執行役の決定がなされた

場合）は、取締役会が別途定める日に、当社は無償で新株予約権を取得することができる。 

  

ⅱ）平成20年６月24日定時株主総会決議  

（注） １ 新株予約権の行使の条件 

         (1) 新株予約権者は、権利行使時において、当社又は当社の関係会社の役員（監査役を含む）又は使用 

             人のいずれかの地位にあることを要する。 

         (2) 新株予約権者は、権利行使時において、当該権利行使にかかる新株予約権付与の日以降、当社又は 

             当社の関係会社の就業規則に定める減給以上の懲戒処分を受けていないことを要する。 

         (3) 新株予約権の一部行使はできない。 

         (4) その他の条件については「新株予約権割当契約書」に定めるところによる。 

       ２  新株予約権を発行する日(以下、「発行日」という。)以降、当社が当社普通株式の分割又は併合を行う場 

         合には、付与株式数を次の算式により調整し(１株未満の端数は切捨て)、新株予約権の目的たる株式の総数 

         は、調整後付与株式数に当該時点で行使又は消却されていない新株予約権の総数を乗じた数とする。 

           調整後付与株式数＝調整前付与株式数×分割・併合の比率 

          また、発行日以降、当社が資本の減少、合併又は会社分割を行う場合等、付与株式数の調整を必要とする 

         やむを得ない事由が生じたときは、資本の減少、合併又は会社分割の条件等を勘案の上、合理的な範囲で付 

         与株式数を調整し、新株予約権の目的たる株式の総数は、調整後付与株式数に当該時点で行使又は消却され 

         ていない新株予約権の総数を乗じた数とする。 

  
第２四半期会計期間末現在 

（平成21年９月30日） 

新株予約権の数  個 997

新株予約権のうち自己新株予約権の数 － 

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 

新株予約権の目的となる株式の数  株 997

新株予約権の行使時の払込金額 １株につき 円 78,500

新株予約権の行使期間 
自 平成23年５月30日 

至 平成30年６月24日 

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額 

発行価格   円 

資本組入額  円 

78,500

39,250

新株予約権の行使の条件 （注）１ 

新株予約権の譲渡に関する事項 
本新株予約権の譲渡については当社取締役会の承認を要

する。 

代用払込みに関する事項  －  

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）４ 
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       ３  各新株予約権の行使に際して払込をなすべき額は、各新株予約権の行使により発行又は移転する株式１株 

         当たりの払込金額(以下、「払込価額」という。)に付与株式数を乗じた金額とする。 

           払込価額は、発行日の属する月の前月の各日（取引が成立しない日を除く。）における大阪証券取引所ヘ 

         ラクレス市場の当社普通株式の普通取引の終値（以下、「終値」という。）の平均値の金額とし、１円未満 

         の端数は、これを切り上げる。ただし、当該価額が発行日の終値（当日に終値がない場合は、それに先立つ 

         直近日の終値とする。）を下回る場合は、発行日の終値とする。 

           なお、発行日以降、以下の事由が生じた場合は、払込価額をそれぞれ調整する。 

 

         (1) 当社が当社普通株式の分割又は併合を行う場合には、次の算式により払込価額を調整し、調整の結 

             果生じる１円未満の端数は、これを切り上げる。 

               なお、上記の算式において、「既発行株式数」とは、当社の発行済普通株式総数から当社が保有する 

             普通株式にかかる自己株式数を控除した数とし、また、自己株式の処分を行う場合には、「新規発行株 

             式数」を「処分する自己株式数」に読み替えるものとする。 

         (2) 他の種類株式の普通株主への無償割当て、他の会社の株式の普通株主へ配当を行う場合等、行使価額の 

             調整を必要とするやむを得ない事由が生じたときは、かかる割当て又は配当等の条件等を勘案の上、合 

             理的な範囲で行使価額を調整するものとする。 

       ４  当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換又は株式移転 

         （以上を総称して以下、「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生の時点 

         において残存する新株予約権（以下、「残存新株予約権」という。）の新株予約権者に対し、それぞれの場 

         合につき、会社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」という。) 

         の新株予約権を以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。この場合においては、残存新株予約権は 

         消滅し、再編対象会社は新株予約権を新たに発行するものとする。ただし、以下の条件に沿って再編対象会 

         社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契 

         約又は株式移転計画において定めた場合に限るものとする。 

         (1) 交付する再編対象会社の新株予約権の数 

             残存新株予約権の新株予約権者が保有する新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付するものとする。 

         (2) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類 

             再編対象会社の普通株式とする。 

         (3) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数 

             組織再編行為の条件等を勘案の上、次のとおり決定する。 

             募集新株予約権を割り当てる日（以下、「割当日」という。）後、当社が当社普通株式につき、組織再 

             編行為を行う場合には、付与株式数を次の算式により調整し、調整の結果生じる１株未満の端数は、こ 

             れを切り捨てるものとする。 

                     調整後付与株式数 ＝ 調整前付与株式数 × 分割・併合の比率 

         (4) 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額 

             交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、行使価額を組織再編行為の条件等を 

             勘案の上調整して得られる再編後払込金額に上記(3)に従って決定される当該新株予約権の目的である 

             再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金額とする。 

         (5) 新株予約権を行使することができる期間 

             別途定めた新株予約権を行使することができる期間の開始日と組織再編行為の効力発生日のうちいずれ 

             か遅い日から、別途定めた新株予約権を行使することができる期間の満了日までとする。 

         (6) 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項 

             次のとおり決定する。 

             ① 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条 

                第１項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果生じる１円未満の 

                端数は、これを切り上げるものとする。 

             ② 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記①記載の資 

                本金等増加限度額から上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。 

 調整後 

払込価額 
＝ 

 調整前 

払込価額 
× 

既発行株式数 ＋
新規発行株式数 × １株当たり払込金額 

時価 

既発行株式数＋新規発行株式数 
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         (7) 譲渡による新株予約権の取得の制限 

             譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要するものとす 

             る。 

         (8) 新株予約権の取得条項 

             当社が消滅会社となる合併契約承認の議案、当社が分割会社となる分割契約若しくは分割計画承認の議 

             案、又は当社が完全子会社となる株式交換契約若しくは株式移転計画承認の議案につき当社株主総会で 

             承認された場合（株主総会決議が不要の場合は、当社の取締役会決議又は代表執行役の決定がなされた 

             場合）は、取締役会が別途定める日に、当社は無償で新株予約権を取得することができる。 

該当事項はありません。 

  

  

   

  

（３）【ライツプランの内容】

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式
総数増減数 

（株） 

発行済株式
総数残高 
（株） 

資本金 
増減額 
(千円) 

資本金 
残高 

(千円) 

資本準備金
増減額 
(千円) 

資本準備金
残高 

(千円) 

  

平成21年７月1日～ 

 平成21年９月30日    

 －  138,582  －  683,054  －  669,689
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（注） 当第２四半期会計期間末現在における、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）、日本トラスティ・

サービス信託銀行株式会社（信託口）の信託業務の株式数については、当社として把握することができないた

め記載しておりません。 

  

（５）【大株主の状況】

  平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所 
所有株式数 

（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％) 

 道具 登志夫 東京都世田谷区  50,235  36.25

  
 日本マスタートラスト信託銀行株

式会社（信託口） 
東京都港区浜松町2丁目11番3号  5,248  3.79

  
ザ チェース マンハッタン バン

ク エヌエイ ロンドン エス エ

ル オムニバス アカウント（常任

代理人 株式会社みずほコーポレー

ト銀行決済営業部） 

WOOLGATE HOUSE, COLEMAN STREET LONDON 

EC2P 2HD, ENGLAND 

（東京都中央区月島4丁目16番13号） 

 4,680  3.38

  
日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口） 
東京都中央区晴海1丁目8番11号  1,541  1.11

  
バンク オブ ニューヨーク ジー

シーエム クライアント アカウン

ツ ジェーピー アールイーシー 

アイティーアイシー（常任代理人 

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行） 

CITYGROUP CENTRE CANADA SQUARE CANARY 

WHARF LONDON E14 5LB, UNITED KINGDOM 

（東京都千代田区丸の内2丁目7番1号 

  決済事業部） 

 1,247  0.90

  
シービーホンコン コジェンフュー

チャー ディレクションズ インタ

ーナショナル スモール カンパニ

ーズ（リオス）（常任代理人 シテ

ィバンク銀行株式会社）  

33 ALFRED STREET, SYDNEY NSW 2000, 
AUSTRALIA 

（東京都品川区東品川2丁目3番14号） 

  

 862

  

 0.62

  
大阪証券金融株式会社 大阪府大阪市中央区北浜2丁目4番6号  801  0.58

  
道具 勇夫 東京都大田区  720  0.52

  
岩崎 明美 千葉県千葉市若葉区  720  0.52

  
大和証券株式会社 東京都千代田区丸の内1丁目9番1号  561  0.40

計 －  66,615  48.07
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①【発行済株式】 

                                        平成21年９月30日現在 

  

  

②【自己株式等】 

                                        平成21年９月30日現在     

                                

  

  

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

     （注）最高・最低株価は、大阪証券取引所ニッポン・ニュー・マーケット－「ヘラクレス」市場におけるもので

あります。 

  

  

  前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。  

（６）【議決権の状況】

 区分  株式数（株）  議決権の数（個）  内容 

 無議決権株式  －  －  － 

 議決権制限株式（自己株式等）  －  －  － 

 議決権制限株式（その他）  －  －  － 

 完全議決権株式（自己株式等）  －  －  － 

 完全議決権株式（その他）  普通株式  138,582   138,582  － 

 単元未満株式  －  －  － 

 発行済株式総数   138,582  －  － 

 総株主の議決権  －   138,582  － 

所有者の氏名 
又は名称 

所有者の住所 
自己名義所有 
株式数（株） 

他人名義所有 
株式数（株） 

所有株式数の 
合計（株） 

発行済株式総数に 
対する所有株式数 
の割合（％） 

－ － － － － － 

 計 － － － － － 

２【株価の推移】

月別 
平成21年 

４月 
５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

最高（円）  94,800  88,000  79,800  81,200  80,800  75,600

最低（円）  79,000  72,300  70,700  60,500  72,000  57,200

３【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

 なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平

成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から

平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期

連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、三優監査法人に

よる四半期レビューを受けております。 

  

第５【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末 
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,377,906 1,341,763 

受取手形及び売掛金 534,993 503,885 

有価証券 299,924 199,649 

製品 5,827 5,517 

その他 54,068 53,591 

流動資産合計 2,272,721 2,104,407 

固定資産   

有形固定資産 ※  69,811 ※  61,006 

無形固定資産   

のれん 25,751 51,502 

ソフトウエア 334,234 301,334 

その他 43,344 50,983 

無形固定資産合計 403,330 403,820 

投資その他の資産 189,962 188,740 

固定資産合計 663,104 653,566 

資産合計 2,935,825 2,757,973 

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,312 1,476 

未払法人税等 139,155 142,245 

賞与引当金 57,084 46,302 

その他 272,958 222,791 

流動負債合計 471,510 412,816 

負債合計 471,510 412,816 

純資産の部   

株主資本   

資本金 683,054 683,054 

資本剰余金 669,689 669,689 

利益剰余金 1,082,576 978,070 

株主資本合計 2,435,320 2,330,814 

新株予約権 28,993 14,343 

純資産合計 2,464,314 2,345,157 

負債純資産合計 2,935,825 2,757,973 
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

売上高 917,508 1,010,653 

売上原価 198,193 211,333 

売上総利益 719,314 799,319 

販売費及び一般管理費 ※  410,032 ※  516,015 

営業利益 309,281 283,303 

営業外収益   

受取利息 1,687 1,574 

雑収入 264 260 

営業外収益合計 1,951 1,834 

営業外費用   

支払利息 116 － 

株式交付費 383 － 

新株予約権発行費 － 191 

雑損失 9 － 

営業外費用合計 510 191 

経常利益 310,723 284,947 

特別損失   

事務所移転費用 382 168 

特別損失合計 382 168 

税金等調整前四半期純利益 310,341 284,779 

法人税等 139,707 142,578 

四半期純利益 170,634 142,200 
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【第２四半期連結会計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成20年７月１日 

 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 

 至 平成21年９月30日) 

売上高 549,470 562,554 

売上原価 104,989 103,019 

売上総利益 444,481 459,535 

販売費及び一般管理費 ※  208,651 ※  268,445 

営業利益 235,830 191,089 

営業外収益   

受取利息 1,363 919 

雑収入 93 191 

営業外収益合計 1,457 1,111 

営業外費用   

株式交付費 0 － 

新株予約権発行費 － 21 

営業外費用合計 0 21 

経常利益 237,287 192,180 

特別損失   

事務所移転費用 382 168 

特別損失合計 382 168 

税金等調整前四半期純利益 236,905 192,012 

法人税等 103,059 88,122 

四半期純利益 133,846 103,889 
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 310,341 284,779 

減価償却費 95,808 111,638 

のれん償却額 25,751 25,751 

賞与引当金の増減額（△は減少） 9,513 10,781 

受取利息 △1,687 △1,574 

支払利息 116 － 

株式交付費 383 － 

売上債権の増減額（△は増加） 65,702 △10,217 

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,160 △310 

仕入債務の増減額（△は減少） △1,097 835 

未払金の増減額（△は減少） △13,189 28,558 

敷金及び保証金の増減額（△は増加） △2,786 △1,743 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △5,422 △652 

その他の流動負債の増減額（△は減少） △7,960 △760 

その他 2,190 14,734 

小計 473,502 461,820 

利息及び配当金の受取額 1,982 1,780 

法人税等の支払額 △209,387 △145,567 

営業活動によるキャッシュ・フロー 266,098 318,033 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） － △200,000 

有形固定資産の取得による支出 △13,346 △20,953 

無形固定資産の取得による支出 △97,219 △124,706 

投資有価証券の取得による支出 △101,509 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー △212,074 △345,660 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △25,000 － 

株式の発行による収入 1,105 － 

配当金の支払額 － △36,200 

財務活動によるキャッシュ・フロー △23,894 △36,200 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 30,129 △63,827 

現金及び現金同等物の期首残高 814,857 941,893 

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  844,987 ※  878,065 
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   当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日）    

   該当事項はありません。 

  

  

  

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

【簡便な会計処理】

  
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 

至 平成21年９月30日） 

１.棚卸資産の評価方法  当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算定に関しては、実地棚卸を省略

し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定す

る方法によっております。 

 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものに

ついてのみ正味売却価額を見積もり、簿価切下げを行う方法によっておりま

す。 

２.固定資産の減価償却費の算定方法  定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の

額を期間按分して算定する方法によっております。 

３.繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経

営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるの

で、前連結会計年度において使用した将来の業績予想やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっております。  
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

  
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 

至 平成21年９月30日） 

税金費用の計算  税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。  

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末 
（平成21年９月30日） 

前連結会計年度末 
（平成21年３月31日） 

※有形固定資産の減価償却累計額は、 千円であり

ます。  

97,299 ※有形固定資産の減価償却累計額は、 千円であり 

ます。 

85,164

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 

至 平成21年９月30日） 

 ※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

 ※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

給与手当  千円106,320

賞与引当金繰入額  千円22,716

給与手当  千円143,380

賞与引当金繰入額  千円33,280

前第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年７月１日 

至 平成21年９月30日） 

 ※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

 ※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

給与手当  千円52,242

賞与引当金繰入額  千円11,123

給与手当  千円73,711

賞与引当金繰入額  千円17,342
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  当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至

平成21年９月30日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

  

２．自己株式の種類及び株式数 

 該当事項はありません。 

  

３．新株予約権等に関する事項  

 ストック・オプションとしての新株予約権 

  新株予約権の当第２四半期連結会計期間末残高    提出会社 千円 

  

４．配当に関する事項 

（1）配当金支払額  

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの 

 該当事項はありません。 

  

５．株主資本の著しい変動に関する事項 

 その他の株主資本について著しい変動はありません。 

  

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 

至 平成21年９月30日） 

 ※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成20年９月30日現在） 

（千円） 

 ※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成21年９月30日現在） 

（千円） 

  

現金及び預金勘定 1,244,858

預入期間が３か月を超える定期預金 △400,000

有価証券  128

現金及び現金同等物 844,987

  

現金及び預金勘定 1,377,906

預入期間が３か月を超える定期預金 △600,000

取得日から３か月以内に満期日の到来

する有価証券  
100,158

現金及び現金同等物 878,065

（株主資本等関係）

 株式の種類 
 当第２四半期 

連結会計期間末 

 普通株式（株）  138,582

28,993

決 議 株式の種類 
配当の総額 

（千円） 

１株当たり 

配当額（円） 
基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年６月24日 

定時株主総会 
普通株式 37,694 272 平成21年3月31日 平成21年6月25日 利益剰余金 
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 前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日 至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成21年７月１日 至平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年

９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 セキュリティ事業のみの単一セグメントに従事しており、当該事業以外に事業の種類がないため、該当事項は

ありません。 

  

 前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日 至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成21年７月１日 至平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年

９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

 前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日 至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成21年７月１日 至平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年

９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

  

 当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日現在） 

  有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。   

 当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日現在） 

  デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。  

  

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

（有価証券関係）

（デリバティブ取引関係）
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当第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

ストック・オプションに係る当第２四半期連結会計期間における費用計上額及び科目名 

  

  売上原価（株式報酬費用）        千円 

  販売費及び一般管理費（株式報酬費用）  千円 

  

  当第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

     該当事項はありません。 

  

（ストック・オプション等関係）

2,538

6,298

（企業結合等関係）
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１．１株当たり純資産額 

  

２．１株当たり四半期純利益金額等 

 （注） １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとお

りであります。 

  

（１株当たり情報）

当第２四半期連結会計期間末 
（平成21年９月30日） 

前連結会計年度末 
（平成21年３月31日） 

  
１株当たり純資産額 17,573.14円 

  
１株当たり純資産額 16,819.03円 

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 

至 平成21年９月30日） 

  

１株当たり四半期純利益金額 1,231.83円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額 
1,211.61円

  

１株当たり四半期純利益金額 1,026.11円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額 
1,011.94円

  
前第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 

至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 

至 平成21年９月30日） 

１株当たり四半期純利益金額     

四半期純利益（千円）  170,634  142,200

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（千円）  170,634  142,200

期中平均株式数（株）  138,521  138,582

      

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額     

四半期純利益調整額（千円）  －  －

普通株式増加数（株）  2,312  1,941

   

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要 

 新株予約権 

平成17年６月20日決議 

潜在株式の数 株 

平成19年６月21日決議 

潜在株式の数 株 

504

486

 新株予約権 

平成17年６月20日決議 

潜在株式の数 株 

平成19年６月21日決議 

潜在株式の数 株 

平成20年６月24日決議  

潜在株式の数 株 

495

476

997
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 （注） １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとお

りであります。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

  

 当第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

  該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。  

  

前第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年７月１日 

至 平成21年９月30日） 

  

１株当たり四半期純利益金額 966.20円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額 
951.01円

  

１株当たり四半期純利益金額 749.66円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額 
739.31円

  
前第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日 

至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成21年７月１日 

至 平成21年９月30日） 

１株当たり四半期純利益金額     

四半期純利益（千円）  133,846  103,889

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（千円）  133,846  103,889

期中平均株式数（株）  138,528  138,582

      

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額     

四半期純利益調整額（千円）  －  －

普通株式増加数（株）  2,213  1,941

   

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要 

 新株予約権 

平成17年６月20日決議 

潜在株式の数 株 

平成19年６月21日決議 

潜在株式の数 株 

504

486

 新株予約権 

平成17年６月20日決議 

潜在株式の数 株 

平成19年６月21日決議 

潜在株式の数 株  

平成20年６月24日決議  

潜在株式の数 株 

495

476

997

（重要な後発事象）

（リース取引関係）

２【その他】
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 該当事項はありません。 

  

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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独立監査人の四半期レビュー報告書 
  

平成20年11月12日

デジタルアーツ株式会社 

取締役会 御中 

三優監査法人 

  
代表社員 
業務執行社員 

  公認会計士  久保 幸年 

  業務執行社員   公認会計士  瀬尾 佳之 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているデジタルアーツ

株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日か

ら平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書につい

て四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四

半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、デジタルアーツ株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなか

った。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
  

独立監査人の四半期レビュー報告書 
  

平成21年11月12日

デジタルアーツ株式会社 

取締役会 御中 

三優監査法人 

  
代表社員 
業務執行社員 

  公認会計士  久保 幸年 

  業務執行社員   公認会計士  瀬尾 佳之 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているデジタルアーツ

株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日か

ら平成21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書につい

て四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四

半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、デジタルアーツ株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなか

った。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 




